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【学校教育目標】　高い知性・豊かな心情・強い身体

子供の挑戦のために大人は何ができるのか

  ＶＵＣＡの時代（世の中の変化が激しすぎて、明日どうなるか全く予想できない状態）と言

われはや１０年以上がたつでしょうか。最近では、ＢＡＮＩの時代（世の中がもろく、不安だら

けで、理由も結果もサッパリ分からない混沌とした状態）とも言うようです。

　そうした時代を生き抜くには、とにかくやってみる・挑戦してみる、という姿勢がとても重

要だと言われています。本当に時代は変わったもので、以前ならば、転職は悪いイメージでし

たが、今では、中途採用はキャリアアップへの有効な手段となっています。

　「さあ、挑戦しなさい」と言われても、そう簡単にできるものではありません。子供にとっ

て、安心して失敗できるような、信頼できる大人がいる家庭や環境が必要不可欠です。

　

　先日参加した研修の場で、元児童相談所長の渡邉直（わたなべ ただし）氏が提唱した「機

中八策 ®」という非暴力コミュニケーション手法に出会いました。

  本日、期末テストが終わりました。結果もそうですが、そこまでのプロセスに疑問を感じ、

ついつい、「これでいいと思ってるの？」「いつもこうだといいのにね」などと言いたくなる

かもしれません。そうした「ちくちく言葉」が、子供の心をむしばみ、余裕を奪い、他者へ

の暴言や暴力を許してしまうきっかけになってしまうこともあります。

　家庭・地域・学校が、「自分や周りにいい影響を及ぼす挑戦」であふれる場となるためにも、

我々大人が素敵な安全基地になりたいものです。
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保護者の皆様へ　　連絡ツール「Tetoru（テトル）」登録をお願いします

　これまで保護者の皆様との連絡ツールとして使用してきた「さくら連絡網」ですが、７月１５日

（水）から新たに「tetoru（テトル）」を使用することとなりました。（７月１５日（水）以降は「さ

くら連絡網」による欠席連絡等はできなくなります）

　保護者の皆様にはご面倒をおかけしますが、学校から配付させていただく登録用紙により登録を

７月１０日（金）までにお願いいたします。


